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スパラガスの茎葉が展開する立茎開始以降に施設周辺の

雑草や近隣作物から飛来侵入し，親茎の茎葉を増殖場所

にしながら，地表から次々に顔を出す若茎に寄生，加害

する。ところが虫体が微小なため生産者は茎葉での密度

を把握しづらく，収穫した若茎の被害を見て薬剤散布を

行うことが多い。この場合，既にアザミウマの密度が相

当高まっており，有効薬剤を散布しても表層土や若茎の

鱗片葉に潜り込んだ残存虫によってしばらくは若茎の被

害が残る。そのため生産者は一度の薬剤散布では足らず

に薬剤散布を重ねてしまいやすい。

防除法としては予防的な薬剤散布も有効だが，薬剤使

用を減らす観点からは，アザミウマの侵入防止策を講じ

たうえで若茎の被害が生じない程度にアザミウマ類の密

度を管理することが望ましいと考える。

（ 2） UVカットフィルムの防除効果とアスパラガス

へ及ぼす影響

アザミウマに対して侵入抑制効果が知られる UVカッ

トフィルムの被覆は，主要な飛来侵入時期に当たる 5月

のアザミウマ類成虫の密度を慣行フィルムに比べて約

60％低減し，初期密度を抑制して密度増加を遅らせた

（小川ら，2007）。また，慣行フィルムに比べて薬剤散布

後の密度を低く維持し，薬剤防除の見かけ上の効果がし

ばしば高くなった（小川，2008）。

UVカットフィルムは，被覆し続けると近紫外線の除

去率が年々低下する（井上ら，2008）。また，フィルム

の種類によってその除去効果の持続性が異なる（水上

ら，2008）ので，留意する必要がある。

さらに，作物によっては UVカットフィルムの被覆が

生育に影響を与えることがある。アスパラガスの場合，

主枝の伸長促進（井上ら，2008）や二次側枝の生育促進

（水上ら，2008）が認められるが，若茎の糖度や緑色度，

収量に対する悪影響は認められていない（井上ら，

2008）。

（ 3） モニタリングと要防除密度を目安にした薬剤防除

香川県ではアザミウマの要防除密度が設定され，防除

に活用されている（松本，2004）。この要防除密度を目

安にした薬剤散布と UVカットフィルム被覆とを組み合

わせると，薬剤使用回数を安定的に削減でき，かつ若茎

への被害を少なくすることができた（図― 1，表― 1）。筆

は　じ　め　に

西日本におけるアスパラガス栽培では，近年雨よけ施

設による長期どり栽培が普及し，九州を中心に生産量が

急速に伸びた。しかし一方では，施設化と収穫期間の長

期化に伴い，新たな病害虫の被害が発生して農薬使用回

数も増加してきた。

アスパラガス栽培は，軽作業が多く栽培施設が比較的

簡易なことから，生産者は女性や高齢者の割合が高い。

そのため，環境保全型農業や生産コスト低減への志向が

強い品目である。また，消費者にとってアスパラガスに

は健康野菜のイメージがあり，農薬使用の増加は産地と

して好ましくない。このような背景から，長崎県ではア

スパラガスの施設栽培における農薬使用回数の削減を目

標に，主要病害虫に対する総合管理体系の構築に取り組

んできた。本稿ではその成果を中心に紹介する。

I 栽培法と主な病害虫

西南暖地で普及している「半促成長期どり栽培」は，

後出の図― 2の一部に示すように収穫期間が 2～ 10月の

長期にわたる。保温開始後に萌芽する若茎を 4月ごろま

で収穫した後，適当な本数を親茎として伸ばし，その脇

から萌芽する若茎を収穫する栽培法である。

虫害ではアザミウマ類やヨトウムシ類，ハダニ類，ア

ブラムシ類等，病害では斑点性病害（斑点病，褐斑病）

のほか，立枯性病害（茎枯病，立枯病）などが発生する。

中でも栽培期間を通して発生するアザミウマ類とヨトウ

ムシ類，斑点性病害が，主な防除対象となっている。

II 主要病害虫の防除技術

1 アザミウマ類

（ 1） 加害生態と防除の考え方

施設アスパラガスでは一部でミカンキイロアザミウマ

が発生するが，主な加害種はネギアザミウマである。ア
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施設内のハスモンヨトウの幼虫生息数を減少させ，BT

剤主体の薬剤体系で慣行の薬剤体系と同等の効果を得る

ことができた（表― 2）。ハスモンヨトウは被覆フィルム

や農ビ管，ネットの上などあらゆる場所に産卵したり，

幼虫が周辺植物から歩行侵入したりする。このため防虫

ネットだけで被害を防ぐことはできないが，多発生時の

被害回避効果は大きい。ただし，通風が良くない圃場で

は，ネット被覆により病害の発生を助長する可能性があ

るので留意する。

3 斑点性病害

斑点病と褐斑病は，茎葉に紡錘形の斑点を形成し，擬

葉の黄化や落葉を引き起こす重要病害である。長崎県に

おいて優占的に発生が見られる褐斑病の生態と防除につ

いて検討した結果，褐斑病菌の分生子は，アスパラガス

施設内で 3月中下旬ごろから飛散するため，立茎期にお

ける予防的な薬剤散布が有効であること，また施設妻面

を開放して湿度を低下させることで本病が抑制されるこ

とが明らかになった。これらを柱にした体系防除，すな

わち立茎開始 2～ 3週間後に第一次感染を防ぐための薬

剤散布を実施し，初発期とその後の急進期に約 20日間

隔と短めに，その後は約 30日間隔で定期散布を行い，

また 5月中旬ごろに妻面の開放を行うことで，褐斑病を

効率的に防除できる（内川ら，2008）。このほか，斑点

病に対しては，UVカットフィルムの被覆が有効である

（稲田ら，2006）ことが知られている。

III 総合管理の実際と今後の課題

前章までに述べた主要病害虫の防除を柱にした，病害

虫管理体系の一例を図― 2に示す。UVカットフィルム

や防虫ネット，妻面開放による通風の促進など病害虫が

者らの試験における，若茎の商品化率 100％，秀品率

85％以上にするための要防除密度は，白色版（サイズは

A4版の約 1/3）への払い落とし成虫数で約 1頭となり

（小川ら，未発表），松本ら（1998）の 1～ 2頭とほぼ一

致した。ただし若茎の品質基準は産地ごとに異なること

や，アスパラガスの生育速度は環境条件や栽培法によっ

て変わり，それによって若茎への被害の生じやすさが異

なることから，要防除密度もこれらに応じて設定する必

要がある。なお，浅井・星野（2004）によると，ネギア

ザミウマの生息密度を把握するための調査株数は 1圃場

当たり 18株以上必要であり，モニタリングに際しては

これを目安にするとよい。

2 ヨトウムシ類

アスパラガスの若茎は，表土に潜り込んだハスモンヨ

トウやシロイチモジヨトウの老齢幼虫にとって恰好の鎭

である。多発生時は葉の食害によっても被害を生じる。

4 mm目合い防虫ネットを施設開口部に被覆すると，
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図－1 総合管理体系におけるアザミウマ類の密度推移
は松本ら（1998）の要防除密度．総合区は

UVカットフィルム，慣行区は慣行フィルムを被覆．
両区とも要防除密度に基づいて薬剤散布を実施．矢
印はアザミウマ対象の薬剤散布．①スピノサド水和
剤 5,000倍，②アセタミプリド水溶剤 4,000倍，③フ
ルフェノクスロン乳剤 4,000倍，④アクリナトリン水
和剤 1,000倍，⑤ペルメトリン乳剤 2,000倍，⑥エマ
メクチン安息香酸塩乳剤 2,000倍．

表－1 総合管理体系におけるアスパラガス若茎のアザミウマ被
害抑制効果

区 被害度 秀品率（％）

総合区
III区
慣行区

05.4
11.6
18.3

93.0
82.7
75.2

試験期間：2006年 4月 10日～ 9月 13日．総合区は UVカッ
トフィルム，慣行区は慣行フィルムを被覆．両区とも要防除密度
に基づいた薬剤散布を実施．

商品化率（％）

99.7
96.3
89.7

表－2 ハスモンヨトウに対する 4 mm目防虫ネットの防除効果

月日

矢印は薬剤散布を表す．①スピノサド水和剤 5,000倍，② BT
水和剤 1,000倍，③フルフェノクスロン乳剤 4,000倍，④エマメ
クチン安息香酸塩乳剤 2,000倍．

2006年
8月 1日
8月 8日
8月 15日
8月 22日
8月 29日
9月 13日

3.3
1.0
2.0
1.7
2.9
0.6

①

②

②

4.3
2.3
1.7
1.0
2.7
0.0

畝 10 m当たり生息幼虫数（頭）
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少ない。国および県間の連携とメーカーなどの協力によ

り徐々に登録薬剤は増えてきているがまだ十分ではな

く，特に殺菌剤は不足している。新たな有効薬剤の登録

促進が望まれる。

お　わ　り　に

本稿の一部は，九州病害虫防除推進協議会（九防協）

の野菜作連絡試験成績に基づくものである。多大なるご

協力とご指導をいただいた九防協事務局およびメーカ

ー，関係機関各位にこの場を借りてお礼申し上げる。
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発生しにくい環境作りが基本となる。防除薬剤は，ハダ

ニ類やアブラムシ類など他の病害虫の発生状況に応じて

選択する。

アザミウマ類の防除では，雑草管理も重要である。特

にマメ科やアブラナ科などの春草は，ネギアザミウマな

ど加害種の有力な増殖場所であるので，施設の内外に繁

茂させないように留意する。立茎開始後，茎葉がある程

度成長，展開するまでは払い落とし法によるアザミウマ

のモニタリングが難しいので，最初の薬剤散布は立茎開

始から 2～ 3週間後にスケジュール的に実施したほうが

よい。また，その後の防除時期も現実には斑点性病害の

防除との兼ね合いで決めざるを得ないが，要防除密度は

その際の目安として十分に活用できると思われる。

九州地域では，最近，新たに茎枯病やタバココナジラ

ミの発生が増加して防除に苦慮しており，現在はこれら

を含めた管理技術の確立に取り組んでいる。

また，マイナー作物であるアスパラガスの登録薬剤は

時期 
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12月 

 

　UVカットフィルム被覆

　アザミウマ発生源の除去 
　（施設内外の雑草防除）

　ヨトウムシ類侵入防止（防虫ネット被覆）

アザミウマ防除（立茎開始2～3週間後）
斑点性病害防除（立茎開始2～3週間後から約20日間隔）
　病害発生抑制（妻面換気など通風換気）
　アザミウマ成虫密度をモニタリング， 
　要防除密度を目安に薬剤散布（～10月）

斑点性病害防除（～10月，約30日間隔）

ヨトウムシ類防除（～10月，発生に応じて） 
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図－2 アスパラガス半促成長期どり栽培における病害虫管理体系の一例
防除薬剤（虫害）の例：①スピノサド水和剤，②アセタミプリド水溶剤，
③フルフェノクスロン乳剤，④ヨトウムシ類有効薬剤（エマメクチン安息
香酸塩乳剤，クロルフェナピル水和剤，BT水和剤等）．
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